
山形県内陸地域における青年層の名詞アクセント

高 橋 永 行

はじめに

山形県のアクセントは､庄内･最上地

方に分布する多型アクセント(型の区別

のあるアクセント)と村山･置脇地方に分

布する十型アクセント(型の区別のない

アクセント)に大別される｡多型アクセン

トは2音節名詞の型により庄内地方と新

庄市以西の最上地方に分布する東京式ア

クセントと最上地方東部･村山地方北部

(多型アクセントと-型アクセントの隣

接地域)に分布する特殊アクセントに分

けられる｡有アクセントと無アクセント

が接触する内陸地域において青年層のア

クセントはいまどのようであるのだろう

れ 本稿では型区別のある青年層のアク

セントについて報告する｡山形県のアク

セント分布と体系は平山1957および佐藤

1972に､最上･村山地方の世代別推移に

ついては加藤･他1984に詳述されている｡
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Ilまた無アクセント地

域の青年層におけるアクセント獲得に関するものとして仙台市を取り上げた大西1992など各地

の報告がある｡1.調査地点･方法･概要調査対象者(話者)は1974-

76年生まれの生え抜き(その土地で生まれ育ち､外住歴のない)の女性で､爾査は199

4年5月～7月に1次と2次に分けて2回行った｡1次鍋査は型区別の有無を確かめるための

調査である｡ 【図】に示した32地点で実施した｡共通語では型の異なる2音酔名詞4組､

1音酔名詞2組､3音節名詞1組､3昔煎形容詞5組の12項目を設定した｡本稿で

は【衰1】に示した名詞項目を取り上げる｡調査は単語とそれを含む文の読み上げ式である｡2度繰り返



る｣と回答した場合にはその反省的型を求めた｡単語の場創ま単語内の高い音節(十型地域

の舌者は高低ではなく､端 と捉える傾向がある)を､文中の場合は付属語までの文節内の

高い音節を指摘させた｡しかし､この質問法では噴昧ながら型区別を持つ場合には不適切

であるため､回答に基づいて渦査者(筆者)がそのとおり発音し､異なる音相ではないか確

認をした｡

2次醜査は1次調査において型区別を有する項目が旋数回答された話者を対象に実施し

た類男願 である｡本稿では2･3音節名詞を取り上げる｡粥査語例は次のとおりである｡
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同年代の仲のよい友人と話す(方副吏用)ときの場面想定で以上の単語を発音してもらい､

次にその単語を含む文を自由に作ってもらった｡東化方言は主体の表示形式として助詞の

付かない-ダカ(無助詞肋 ト儲的である｡そのため-ダカ形式で作例された場合は助

鮒 の形式も求めた｡そののち単語と文節の反省的型を確認した｡

2.型区別の有無について

1次鍋査における酷者の回答を【表1】に示す｡

なお各項目の共通語における音韻論的解釈を次に示すム

A(隻/棉)-/010/ /001/
C(棉/牡蛎)-/00/ /010/
E(柄/絵)-/○/ /01/
G (鳥//男)-/0100/ /0001/

B(雨/飴)-/010/ /00/
D(花/鼻)-/001/ /00/
F(火/日)-/01/ /○/

アクセント面での区男憶弘を轟音が有し､その反省的型を持つ場合には音調の下げの有

無とその位置だけに注目する｡またアクセント面での区別恵弘を有しない項目については

- で示し､現れた音相については別の散会に述べる｡

1次調査はアクセントが語を区芳肘~る指標となっているのかを確藷するものである｡読

み上げ式をとったために轟者側からみればいわゆる｢共通語的な発音｣を要求されたと受

け取った人もいたようであるが､全般的には次のような傾向がみられる｡有アクセント地

域で虻一部の語を除いて型区別を保っている｡無アクセント地域では村山地方と置腹地方

とで相違がみられる｡村山地方では判断に迷いがみられた語も含め､2音節名詞A～Cの
3項目で5地点､1音節名詞E･F2項目で2地乱 3音節名詞G項目では8地点にアクセ

-146-



【表1】義 AIA2A3A481D2 83B4C1a QC4Dl陀 tB DIElE2Fl
陀 Gl62 6364 平山氏蕃 絹 S.無節顔い雨 飴 匿 莞梯a

柿那な % 花鼻妻 悪 鷲 憲 盃 蓋 .a 男 ･B鳴 曇表 書 rl ち しい つていち iしい いた い つ く た た (ヽた る

の分 類新庄市 1 0 1 0 l 0 I 0 0 1 0 1 - 2

暮0 - 1 0 1 0 1 3#東京一最上附 1 0 l 0 1 0 1 0 0 1 0 1

- 2 0 0 1 1 0 1 0 l 3 繊 l尾花沢市 tl IO
+I暮2 暮lIO 暮l 暮0 0 1 *0 *I - I2暮080

tl 1 0 l 0 暮l+3 村山地方東根市l l 0 I

2 1 0 1 0 0 l 0 I - - 0 1

暮l 0 1 0 1 暮3東根市2 - - - 1

I- - 0 1 - 2!ol 0 l 1 暮0 1 暮0 1 I-天監市 - - - - - - - - - - l I-

1 暮● - 型寒河江市1 - - - - - - - - - -

- -裁可江市2 - - - - - - -

- - - - -中山町 1;0 1;I- 1;0 1.:o 0;1 0:I - - 0:1

1;o I…o 1:I-●山形市l - - - - - - - - - -

- -山形市2 1;0 lI;0 1;0 1;■o - - - - - - 1;o 1●:

I-山形市3 - - - - - - - - - - - -山形市4 - - - - - - - - -
- - -山形市5 - - - - - -

- - - - 1 t● 1 I-山形市6 I 0 ●暮l;I- 1 0 I 0 tl蔓.暮0 ■Il.:tO - +? 0

い 1●;0 1 0 l I-山形市7 - - 1 0 1 0 - - - - 1 0 l I-

山形市8 - - - - - - - -

-山形市9 - - 1;● +0 1:0 - 0:1● - I? 1:I-●

I I-山形市10 - - - - - - -
- - - - -山形市ll - - -

- - - - - - - - -上山市 - - - - - - - - - - IIOt-I l

暮●米沢市l - - - - - - - - - - - - 盟

脇也方米沢市2 - - - - -

- - - - - - -米沢市3 I 0 l●;暮2 -
- - - - - - - - -米沢市4 -

- - - - - - - - - - -高島町1 - - - - - - - - - - -

-高島町2 - -
- - - - - - - - - -長井市 - - - - - - - - - -



ント面での区別があると回答された(く山形市6〉はC項目で共通語の型と逆の型を示した)｡

頭高型はかなり明確に意敢されているが､鳩は最初のカが高いが､男は同じ調子(at痛

くない)｣などのような内省をする話者が多くみられ､尾高と平板の区別は不明確である｡

っまり､頭高型と平板型の2種だけを区男け る特殊アクセントに掛 噸祝である｡●一九

置賜地方では2音節名詞A･B項目にそれぞれ1地点で｢区男肘･る｣という回答が得られた｡

く米沢市3〉はAに区別を有するが､｢橋が｣は1回目に預高相､2回目に尾高相力軌 起

伏幅は共通語のそれより小さく､内省時にはとまどいの様子がみられた｡またく川西町〉は

Bで単語のみを区別すると回答した｡これらは語的な現象で､有アクセント化とはいえな

い｡村山地方では有アクセントイ蜘iみられるような態果となっているが､｢共通語による影

響｣であるのか判断はできない｡たしかに複数の有アクセント回答が得られた地点は山形市

を中心に5地点あるが､うち4地点は【表1】欄外にSで示したように山形全県からの通学

者を持つ私立高校出身者である｡大規模な覗査に因るべきであるが､これらの有アクセン

ト化は庄内･最上(有アクセント淵王方からの彰響であるとも考えられる｡なお置賜地方の爵

者は11名全員が匿脇地方内の通学者を持つ公立高校出身者である｡

3.地等紡Uの名詞アクセント

1次鋼重において櫨数の有アクセント(型の区別のある)回答が得られた地点の類別覗査

による名詞アクセントについて述べる｡

(1)最上地方傍荘市･最上町)

l次網重ではく新庄市〉はE(柄/袷)を除き型区男物 あヾり､く最上町〉は全項目型区別があ

る｡類芳願 (方言使用)では1音節名詞は[○:]のように助詞を伴わずに母音を伸ばす長音

化傾向がある｡く最上町〉では1･2類は平板型､3類は頭高型に分かれ明確に型を区別する

が､く新庄市〉では1類･2類は[ha･.qilru](粟が落ちる)のように平板型(低平)であるが､

3類は[ki:taorelru/kilgataOreru](木が倒れる)[e,.kieru/el由kieru](絵が消える)のよ

うに現れ､有助詞では扇島型､無助詞でl鋼 製になる傾向がある｡

2･3音缶名詞のアクセントを次に示す｡

【表2-1】く新庄市〉2音節名詞

○l○D, 1型 (3)宰 (4)嫌を除く1簡 (51全14

語○○ 1♭ 2型 (2)冬 胸 (3)花 山島 足 耳 炭 鬼 犬 靴

腕 (弛)○○ ¢.○○ 1♭ 0.2型

(31馬 髪 月 色〇秒 0型 tl)仝13語 (2)放 歌 楠 石

雪 夏 昼 (川音)(4)嫌【衰2-2

】く最上町〉2音節名詞○1○♭ 1型 (3)宰 (4)鎌.

稲を除く16語 (51全14語○○1♭ 2型 (3)山耳 鬼 弛腕 (花 鳥 馬 月



【衰2-3】く新庄市〉3音節名詞○1○○♭ 1型 (31さざえ 二十歳

(51涙 命 朝日眼鏡 (6)鳥 (7)蚕 兜●○○

1○D> 2型 (5)五つ 枕 (7)一つ等○○01か

3型 (4)頭 男 女 鏡 刀 鉄 (袋2表2) (5)心〇〇〇か 0型 tlI全9語 (2)小豆 桜 (3)岬 小麦 (6)背中

鼠 雀 狐 (7)蘇(薬2)【表2-4】く最上町〉3音節名詞01○○♭ 1型 (3)さざえ 二十歳 (5)

眼鏡 (6)鳥 (7)兜○○1○♭ ●2型 (5

)五つ (71-つ 等〇〇〇1♭ 3型 (4)

女 鉄 袋 衰 (男2頭つ (5)枕〇〇〇¢.〇〇〇｢♭;0.3型 ;(4億 刀 (5)心

〇〇〇D, 9型 (1)全9語 (21小豆 桜 (3)小麦 (6)背中 鼠 雀 (狐つ (

7)鯨 蚕 Iし辱撃 墜 ti_i(3)岬 (5)涙 命 朝日 (7)蚕
:語例を文中第1基本節の位置で発音した場合の反省的型に基づいて分類している｡1

型も僻 臥 2型は2音節名詞尾高型･3音節名詞中高型､3型は3音節名詞尾高型､0型

は平板型を示す｡()内は噴射ヒの温められるもの､異なる音相も現れ､内省時に迷い

がみられたもの､ならびに単語単独では型が異なるもの(請の右肩に数字で示す)である｡平

山1957などによると新庄方言において2音節名詞は語頬ごとにまとまった型所属を示す傾向が強く､(1)と(2)は0型､(3)と[aeo]で終わる(4日5)は2型､[iu]で終わる(4日5)は

l型になる｡しかし､本調査の青年層話者は(4日5)で第2音節の母音の広狭に支配されることな

くく新庄市〉では｢嫌｣､く最上町〉では｢鎌･稲｣を除いて1型に統合されている｡また(31｢

雲｣は1型である(後述する全地点が同じ)｡これらは東京語と⊥致する｡tlIは全語0型であるが､

(2)と(3)では語別に型所属に異同がみられる｡く新庄市〉では(2)｢冬･胸｣は2型であり､(3)｢馬･髪･月･色｣は無助詞 (表では¢で示す)では0型､有助詞では2型である｡

(21｢川･音｣は有助詞では尾高相も現れるが､内省では0型であるという意識を持ち､逆に

(3)｢池｣は無助詞では平板相も現れるが､内省では2型であるという意紐を持っ｡く最上町〉でも(2)(31に

同様の傾向がみられるoたとえば｢橋｣は平板[haJikagaltta]と尾高[haJilkaQatt

a](橋が架かった)の2相現れるが､0型を自身の型とする｡またr花JCが戸板[hantmndekilta]と尾

高[haJnltsur3dekita](花を積んで来た)の2相現れるが､2型を自身の型とする｡これら̀は有助詞では明確であり､｢橋が｣は[○○か]､｢花が｣は[○○lD>]である｡

(3)では4語が無助詞では0型であり､また()で示した5語が無助詞では平準も現れる｡

つまり(2)は0型が優勢であり､また(3)は無助詞では0型も現れる傾向がみられる｡新庄市青年層では(2日3)は2型が優勢であるという加藤･他1984の蘭査枯果とは異なり､これら



3音酔名詞はもともと語類ごとの型所属を示す個句が弱いのであるが､く新庄市〉では2

音節名詞でみられた助詞の有無による型の違いはない｡ただし､単語単独では｢袋･表･薬｣

は2型であり､これらは文中での型とは異なる｡く最上町〉では一部(頭･狐)に十型青蘭に特

有な[○◎○](低中低)という､平山1957で述べられている｢中が脹らtilJ音相が観察された

(語の右肩にーで示す)｡ただし本人は無自覚的である｡2音節名詞と同様に-掛こ平板と尾

高の区別に唆昧l蜘†みられる｡また型を特定で畠ない語もある｡(5)のr涙｣はbalnida喝i

da][出血idalo3ida](涙が落ちた)､愉 ｣は[ilnotJitJiSida][iz101tJitJi3inda](命が縮ん

だ)のように現れる｡有助詞では頭高が現れやすいようやあるが､これはアクセント面にお

いて共通語と方言とで型が異なることに因ると考えられる｡

(2)村山地方特殊音調地域 (尾花沢市･東根市)

く尾花沢市〉とく東根市1〉のアクセントを示す｡

【表8-1】く尾花沢市〉2音酔名詞

OlOD, 1型 (3)等 (4)鎌.肩を除く16語 (51全14語(朝

)○○1♭ 2型 (2)昼 胸 (3)雪.犬を除く14語 (41肩 (

5)雨出○○¢.○○lD,0.2型 (

lI鳥 (2)冬○○1¢.OCX> 2.0型 (1

1度 (21音 (5)棉○CX> 0型 (I)磨.鳥を除く11語 (2

)歌 橋一雪 夏 Ut])(4)鎌:(2)放 (31犬 ●L辱禦 準 t!___.
j【表3

-2】く東根市l〉2音節名詞○1○♭ 1型 (3)宰 (4)鎌.肩.壁.

糸を除く14語 (51全14語(朝)001 2型 (2川一.旗を除く9語

(31馬 髪 月 鬼 犬 靴 弛 脱 色 (4)鎌(肩l)○○¢.○○1♭:0.2型 (11度枝 道 鳥 水 箱 (2)川 (3)山足

耳○cx> 0型 tl)虫 竹 飴梅 (蜂桃):反省的型無し ;tl)良 (2)班 (3)花 鳥 炭 (4)空 糸 ;________.___________________.__._______________.,._________.___________________

_._____i【蓑 3-3】く尾花沢市〉3音節名詞OlOOC> 1型 (3)さざえ二十歳 (5)命 朝日眼鏡 (枕)

(6)鳥 (7)兜001○D, 2型 (5)

五つ (7)一つ〇〇〇lD> 3型 (3)岬(4)女 鏡袋 (頭)

○○1○¢.〇〇〇1♭ :2.3型 :(4)

(男B刀B鉄8) (5)(心)〇〇〇¢.〇〇〇1
♭ ;0.3型 ;(4)義○○10¢.〇〇〇D i2.0型 ;(6

1(鼠 雀)〇〇〇D, 0型tl)仝9語(負)(2)小豆桜 (3)小麦 (6)背中狐(7)鯨薬萄
し音漆数力嘆なる方言形式 (5)涙halda]



0100> 1型 (3)さざえ (51命 眼鏡 (朝日) (61点 く71蚕

兜0010C> 2型 (5)五つ (枕1涙l) (

71一つll:反省的型無しl ;(lI勧 請 (2)小豆 桜 (3)二十歳 岬 ｣壕 (41全額 W )(5)心 ;l lH6)背中 鼠 雀 狐 (7)掠 薬 等 :L._________________J__________________________________.____________________
--.--I-J2音節名詞において(4日5)はく尾花沢市〉では｢鎌･肩｣､く東根市1〉では｢鎌

･肩･空･糸｣を除いて1型に統合されている｡伺いま1･2型を併用する｡く尾花沢市〉は｢

橋･雨｣が1次鍋査と型が異なる(語の右肩にAで示す)｡それぞれ1次では0型とl型､2

次では0型と2型である｡共通語的な発音を求めた1次調査では内省に迷いがみられたが

､方言での発音を求めた類別閥査では明確で､共通語と方青の遭い分けにアクセント面での

相違がみられる｡この轟音は共通語音も明確に使用するが､日常生活では方言音が保持さ

れており､たとえば/si/には[盛]､第2音節以下の/ci/には[d戎]が対応し､｢橋｣は[ha盛]､

｢蜂｣はlhadSa]のように現れる｡最地 方と同様にtlH21は0型､(31は2型が優勢

であるが､無助詞と有助詞とで型が異なる語がみられる｡tl)｢鳥｣･(2)｢冬｣は無助詞では0

型､有助詞では2型､tl)｢庭｣･(21｢音｣･(5)｢桶｣は無助詞では2型､有助詞では0型である｡また

(21りlI｣は有助詞で尾高も現れるが､0型を自身の型とする｡｢放･犬｣は単語単独の

発音では平板型(低平)であるが､文中では醐 に近い発音も現れる｡この相が現れるの

は話者本人も自覚しており､岸高相も自然であるという意紐を持つため､型を特定で畠ない｡

ただしtl)でもl型の語がある｡表には示していないが､｢皿｣は[salra][salranttaha:][salr

abandda](皿を割った)である｡3音節名詞にも無助詞と有助詞とで型の異なる語

がみられ､複雑かつ不安

定な状況である｡く東根市1〉は1次調査D項目で区別がなく､(1日2日31にわたって語類

ごとにまとまった型所属を示す傾向が弱い｡tl)は無助詞では0型であるが､有助詞では6

語が2型であるoまたr*･馳 2語は尾高も現れるが､型恵静ま0型である｡(2日3)は2型

の傾向が酸い｡また型を特定で畠ない語が7語あり､これらはすべて頭高･尾高･平板の3相現

れる｡3音節名詞は1型と2型の反省的型だけを示す｡これら以外の30語は型を明確に示し

得ない｡｢都｣は頭高･中高の2相､｢雀｣は頭高･尾高･平板の3相現れるが､ほとんどの

語は次のような相で現れる｡｢男｣[do190]｢男が｣[dcd ga]｢男につかまった｣[dopgalratsukamt

ta]･｢魚が泳ぐ｣[saoalmojqu][saganaOjolQu][saoana19aOjogu]･｢刀に切られた｣[kadazLa

galrakiradda]また単語単独の発音では｢中が脹らむ｣相が現れる｡無助詞では中

高･平板の2相現れ､有助詞では尾高相が現れる｡また2音節名詞でも同様な傾向がある｡

たとえば｢旗が立った｣は[haldatatta]【hadalQatatta][hadataltta]､r花が咲いた｣は[halmsaida

][hana19aSaida]､｢犬に噛まれた｣は[inu9alrakandda]のように現れる｡単語単

独の発音では頭高に近い相が現れる｡ただし爵者自身は無自覚的で平板という恵紐を持つ｡

無助詞では頭高､有助詞では尾高相になりやすい｡つまり､語末･文節末からみて-1音節の

位置に｢下げ｣が現れやすい｡轟者自身は型知覚を有し､共通語的発音を求めた1次渦査においては｢男



3型であるという回答であったが､方言を使用する場合には自身の発音においてアクセン

トの山がずれることが意弛できるために型を特定できないことになる｡これl坪 山1957で

述べられたr第2官位以下最後から2番目までの音節に脹らみを持つ｣平板-型の特故に近

いものである｡

(3) 匿取地方 (Jl､国町･飯豊町)

【表4-1】く小国町〉2音節名詞

01○> 1型 (3)蛋 (41笠を除く17語 (5)重l

膚○○lD> 2型 (2)金11語 (3)雲を除く15語

(4)笠○○【> 0型 (1

)仝13語(箱)【表4-2】く飯

豊町〉2音節名詞○1○♭ 1型 (3)蛋 (4)鎌を除く17

語 (51全14着(槽)○
○1D, 2型 (3)花○○卓.○○1♭ 0

.2型 (3)花.掌を除く14語〇秒 0型 (1)全13語(道 虫) (21全11語(雪) (4)戟

【表4-3】(/)､国町〉3音節名詞○1○○か 1型 tlI都 (3)げ エ二十歳 (51枕 涙 命 朝日眼鏡 (6)鳥 (

71蚕 兜○○10か 2型 (5)五つ (7

)一つ〇〇〇1♭ 3型 (4)女 袋 表 (男り ●(

5)心○○1○ ¢.〇〇〇1D,;2.3型 :(41(競り

〇〇〇♭ 0型 tl)魚 形 机 初め着物 衣 (鰯 鼻血)
(21小豆 (桜l)(3)川､麦つ (61背中鼠雀 (狐つ (7)鯨 等 (藁つ

:L反省的型無し :I(3)岬 (4

)預刀欽 jI【表4-4】く飯豊町〉3音節名詞

○1○○♭ l型 (3)さざえ 二十歳

(5)枕 涙 朝日慣鏡 (令)(6)鳥 (71蚕 兜○○1
○♭ 2型 (51五つ (7)一つ〇〇〇1♭ 3型 (4)男 女

刀 袋 表 (欽皇)(3)岬○○1○ ¢.〇〇〇1♭ :2.3型

(4)義 (頭)(5)(JLJ))〇〇〇¢.0001か ;0.3型 tlI着物衣(形つ (

21桜〇〇〇♭ 0型● tlI魚 鰯 鼻血机 初め (都2) (81小麦 (

6)鼠

雀 狐 (背中つ(7)掠 薬 等'L辱禦 撃墜 t!_1t2)小豆
j12晋師名詞においてく小匡評J〉は共通語とほぼ同じ語類ごとの型所属

を示すふく飯豊町〉は(1日2)は0型であるが､(31は｢花･雲｣を除いて無助詞では0型､有助詞で



あるのは｢花Jl語である｡

8音節名詞は2音節名詞に比べ､音相面で-型音調の影響がみられ､複雑な様相である｡

両地点で｢中が脹らむ相｣が観察され､｢鏡｣は無助詞では2型､有助詞では3型である｡く小

国町〉は｢男｣が1次調査と勤 i異なるように特に(41で噴昧イh 無アクセント化が著しい｡

(1)の()内の2語は有助詞では尾島も現れる｡またく飯鄭 丁〉はく1)(2)のうち4語が有助詞で

は3型である｡

(4)村山防 項情調地域 (中山町･山形市7)

1次珊査で複数の型区別の回答があった5地点のうちく中山町〉とく山形市7〉を示す｡

【表5-1】く中山町〉2音節名詞

○l○D, 1型 (31雲 (4)鎌を除く17語 (5)桶を除く13語

__J___

O
iO
仙

壁

raA

---一l ll▲

0
i2

型
…型
…

~一
~~~;(日金13語 (3)(花)(4)鎌 (

51桶---------ー-------------●●----ー-------ー--------ー----------
-ー(2)放 歌 石 音 (川橋 雪 夏 胸)(3)花･耳を除く13語---ー---ー---ー----■■-一一--■■■■■■--ー-----ー------------------■■-ー-ー-トー一一一一一一一一▲一一一一一■一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一__一一__

一一一し反省的型無し ;(2)昼 冬 (

31耳【表5-2】く山形市7〉2音

節名詞010> 1型 (3)雲 (41空 船 糸 息 梅
麦 市 松 糟 臼(51声 窓 井戸 琴 秋 鮭飴猿鶴(朝雨)

ー____IL
反省

的型無しAB (日金13語 (2)歌･冬を除く9語 は)雲を除く15語 (41鎌(21歌 冬 (4)肩 笠 種 稲 針 箸 隅 (5)桶 蜘妹 蛇--------ー------■■---------------------■■--------------------
--ー-【表5-3】く中山

町〉3音節名詞OlOO> 1型 (3)さざえ 二十歳 (5)枕 涙 命 朝日眼

鏡 (6)鳥 (7)蚕 兜○○1○> 2型 (5)五つ (71-つ

L
_
g _GP_l_P
_I■l_l一

〇〇〇D>
l
~~~l~~~
l ー

●
一一｣lI~~T墜帽… 日は)(男 女 袋 表 頭苧鏡2 刀 2 鉄 空) (5)(心)(1)全9語 (2)小豆 桜 (3)小麦 (6)背中 鼠 雀 狐 (7)鯨 寺 喜-Il+--------I-I----A-------------------.-------

--------------1反省的型無し :(3)岬 (7)秦-------------■■---■■------●●
■■l-■■-●■-【表5

-4】く山形市7〉3音節名詞OlOOC> 1型 (3)さざえ 二十歳 (

51枕 涙 朝日眼鏡 (6)鳥 (7)蚕 兜○○1OD,2型( 5)五つ (7)一つ

_____ー
__ー_l慧 BAg1-11111--ll(3)岬 (4)女 男 鏡 欽 袋 表tlI金9語

(2)小豆桜 (3)小麦 (6)鼠

雀 狐 (71鯨 藁(4)頭 刀 (5)心 (6)背中-------■■-一一-■●----ー------ー--ー---■■-l-----■■■■---●■■■------ー----
---ー--- --ー- ~一一ー一~一~~一一2音節名詞においてく中山町〉は(4日5)は

2語を除いて1型である｡1次鋼査では平板と尾島の区別は不明確であったが､2次調

査では調査を重ねるにしたがって尾高を意識するようになり､(2日3)は奇相において起伏

の幅は共通語よりも小さいが､尾高相で現れる傾向がある｡型を特定で畠ない3語は平板･尾高の2相が



敵が強くみられる｡く山形市7〉は(41は18語中10語､(51は14語中9語が1型である｡これ

らは頭高相だけが現れる｡型を特定で轟ない語は昔相面で異なる現れ方をみせる｡A群の語

は頭高ではないという恵弘が強く､音相は平板もしくは尾高相で現れる｡B群の語は恵稚面

でも音相面でも不安定なものである｡

3音姉名詞ではく中山町〉は唆昧ながら0型と3型の区別を有する｡ただし(4)の4語l蝉

語では2型であり､文中での型と異なる｡く山形市7〉は1型を自身の型とする語がみられ

るが､型を特定できない語がより多くみられる｡A群の語は文中では昔相が尾高で現れるも

のである｡ただし､単語だけを発音するとr女｣を除いて｢中が脹らむ｣音相が現れる｡B群は

無助詞では平板､有助詞では尾高になりやすいものである｡C群は恵紙面でも音相面でも不

安定なものである｡

むすび

当改地域においては頭高型が共通語に近い語所属を示す傾向が全般的にみられ､最上地

方でt頒至高型の平板化への移行､村山･置脇地方の一一欄 との接触地域では倒刺し 一型

音調地域では村山地方の一部に有アクセントイ蜘〈みられることを述べてきた｡青年層のア

クセントには共通語を含みさまざまな影響が考えられ､地域差よりも個人差が大畠いよう

に思われる｡たとえI棚 地域村山市内の公立高校出身く東根市1〉と-型音鋸地域山

形市内の公立高校出身く東根市2〉とでは倒刺し 無アクセント化の穂定差が著しく､学区

および有アクセント地域からの通学者を有する私立高校と無アクセント地域からの通学者

を有する公立高校で相違があるように思われる｡青年層においては環境面での条件の異な

る高校ごとに詳細な調査をする必要性を感じる｡これは今後の課題である｡
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